
                                 

 

令和２年度物流講座 開催案内 

 

 

１．物流講座の目的 

今後の港湾運営の戦略検討に資するため、国際物流の最新動向を学び、物流の視点からの

港湾のあり方を考える貴重な機会を提供するとともに、その成果を実務面へ反映させるため

講義とともに討議を行う。 

２．受講対象 

港湾管理者、港湾所在自治体、国土交通省地方整備局、コンサルタント、港湾関連企業等

の職員で、実務経験5年以上の職員。 

 

３．開催時期 ２０２０年１０月１５日（木）～１６日(金) 

 

４．会 場 

   ＴＫＰ赤坂駅カンファレンスセンター ホール１４Ｂ 

東京都港区赤坂2-14-27 国際新赤坂ビル東館 １４階  電話 03-5572-7811 

                                          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．募集受講者数 

５０名 

（定員に達した場合には、申込期限にかかわらず締切らせて頂きます。） 

 

６．受講料（税込み） 

日本港湾協会会員 １０，０００円   非会員 １５，０００円 

申込受付後、請求書を送付いたします。 

 

７．申込み方法 

申込受付期間：２０２０年９月１日（火）から９月３０日（水）まで 

日本港湾協会ホームページ（http://www.phaj.or.jp）「講演会・講習会・物流講座」から

お申し込みください。 

※ 問合せ先    （公社）日本港湾協会  森田、畑谷 電話03-5549-9574 

 

本講座は土木学会継続教育（ＣＰＤ）

プログラムの認定申請予定です。 

http://www.phaj.or.jp%EF%BC%89%E3%80%8C%E8%AC%9B%E6%BC%94%E4%BC%9A%E3%83%BB%E8%AC%9B%E7%BF%92%E4%BC%9A%E3%83%BB%E7%89%A9%E6%B5%81%E8%AC%9B%E5%BA%A7


８．カリキュラム 

 

【令和２年１０月１５日（木）】 

時間帯 内  容 講  師 

10：20～10：30 

 

開講挨拶 （公社）日本港湾協会 

理事長 須野原 豊 

10：35～11：45 

(70 分) 

「食料品物流」 

味の素の食品物流、グローバル展開、冷凍食品事

業、サプライチェーンモデル、トレーサビリティー、国

内輸送での海上輸送利用、モーダルシフト、輸出入

の港湾利用 

ＳＣＭソリューションデザイン

代表 

 魚住 和宏 氏 

（元 味の素物流㈱理事） 

13：15～16：45 

(210 分) 

「港湾の経営とロジスティクス戦略」 

サプライチェーン時代の港湾、ロジステイクス・ハブ

港湾への脱皮、日本の成長戦略と港湾の役割、ア

ジア域内物流システムの強化と港湾の対応など 

〈意見交換〉 

政策研究大学院大学 

客員教授 

井上 聰史 氏 

 

 

【令和２年１０月１６日（金）】 

時間帯 内  容 講  師 

9：30～10：40 

(70 分) 

「中古車輸出の物流」 

中古車輸出台数の推移、輸出国、輸出手続、オー

クション、日本海でのロシア向け、船舶調達、コンテ

ナ化、利用港湾、ヤード確保、高潮など防災対策、

港湾への要望 

日本中古車輸出業協同組合Ｊ

ＵＭＶＥＡ 

理事長 

佐藤 博 氏 

10：50～12：00 

(70 分)  

「国内 RoRo 輸送の動向」 

内航定期船のネットワーク、敦賀港～博多港航路の

意義、北海道航路との連携、日本海航路の意義、モ

ーダルシフトなど 

近海郵船㈱ 

社長 田島 哲明氏 

 

13：15～15：50 

（155 分） 

「物流の基礎と現代物流の動向」 

物流とサプライチェーン、アジア物流、コールドチェ

ーンなど 

〈意見交換〉 

流通科学大学  

商学部教授 

森 隆行 氏 

15：50～16：00 閉講式  

 
※本講座は土木学会継続教育（ＣＰＤ）プログラムの認定申請予定です。 

講師、講演内容については変更が生じる場合があります。 


